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1．はじめに

施工技術૯合研究所（旧໊শ：建設機械化研究所）
が平成 26 年 10 月 8 日をҎてແࣄに૑ཱ 50 प年をܴ
えることができた。これ΋，ͻとえに多͘の方ʑの͝
めて，同年ࠐのҙをँײであり，そのࣀԉのࢧ 11 月
25 日に౰研究所の฼体である一ൠࣾ団๏ਓ日本建設
機械施工協会が開࠵する「平成 26 年度　建設施工と
建設機械シンϙδウム」の中で「施工技術૯合研究所
૑ཱ 50 प年ه೦ηッション」を開࠵さͤていたͩい
た。本ߘでは，౰時ࢀՃしていたͩ͘ことができなかっ
た多͘の方ʑに対して，վめてँײのҙをࣔすとと΋
に，ηミφーの中では時間తな制໿なͲからઆ໌ෆ଍
となった఺なͲにͭいてิ଍する໨తで本ߘでهड़し
た࣍第である。

೦ηッションの第ه 1 ෦では「施工技術૯合研究所
のาΈ」と୊して，֤ ෦の׆動（これ·で，これから）
にͭいて঺հするという՝୊が༩えられ，制ݶ時間
15 ෼にて発表を行った。たͩし，発表のॱ൪から研
究第一෦が࠷ॳになること，「研究第一෦ʹトンωル」
というイϝーδͩけではないこと，そ΋そ΋研究第一
෦から研究第࢛෦·での 4 ͭに෼かれたのは 28 年前
からであり，自෼が研究第一෦の業຿を中৺に׆動し
めたの΋໿࢝ 20 年前からである。そのため，前൒で
は自෼が入所してから୲౰した業຿ྺܦを঺հするこ
とで，入所時にٻめられた౔໦技術ऀ૾΍研究所の業
຿方਑等をઆ໌するというҟ࣭な発表とし，ޙ൒では
研究第一෦の׆動にͭいて঺հした。本ߘで΋，ηミ
φーにて使用したਤ等を適ٓ用い，同様のྲྀれにて研
究所および研究第一෦の׆動にͭいて঺հする。

2．研究所入所時からの 10 年

（1）入所当時（1985 年頃）
自෼が研究所に入所したのは，昭和60年4月であり，

౰時໊ݹ԰大ֶにࡏ੶されていた౔໦力ֶのޱࢁഢथ
ઌੜに঺հされてब৬にࢸった。入所౰時の研究所は，
研究෦と試験෦の 2 ෦制であり，その中に 4 ໊の෦௕
がଘࡏして，それͧれ୲౰する業຿ຖにඞ要なϝン
バーを集めて業຿をਐめるプロδΣクト制のような形

を採用していた。そのため，自෼΋同時にෳ਺の෦௕
のԼでෳ਺の業຿にܞΘり，図─ 1 にࣔすように，֤
種ローラのకݻめ性能試験，現ࡏの N&9CO（౰時，
日本道路公団）が 3* を用いたకݻめ؅ཧख๏の本格
ӡ用のためのൺֱূݕ実験，౔໦研究所の૯合技術開
発プロδΣクトにおいて研究所΋ՃΘって開発したਂ
૚ࠞ合ॲཧ工๏「D+M 工๏」に関する֤種技術ҕһ
会なͲを୲౰した。

（2）  水中不分離性コンクリート施工実験（1986～
1988 年）

入所ཌ年から，本भࠃ࢛࿈བྷڮおよび関੢ࡍࠃ空港
第ᶗ期工ࣄといった大型プロδΣクトにおいて，現ࡏ，
ਫ中ෆ෼཭性ίンクリート（౰時，ಛघਫ中ίンクリー
ト）とݺͿಛघなίンクリートが本格తに採用される
にࢸり，その施工性にͭいてূݕするための実大規໛
の施工実験を実施することになった。自෼΋，୲౰す
る෦௕から，ߗ化前のίンクリート性状に関する実験
であり，౔࣭とྨࣅした఺があるとの一ݴで୲౰ϝン
バーとなり，図─ 2 にࣔすような௕ڑ཭ྲྀ動性実験，
ଧ͗ܧ性能実験，ॆర性実験，ଆ圧実験なͲの֤種施
工実験を਺年間に౉って実施した。その中で，スラン
プフローอ࣋時間という概೦を導入して，本施工にお
けるଧ設ܭըのݕ౼΍έーιン型࿮の設ܭなͲにد༩
する実験データのとり·とめにैࣄした。֤種実験に
おいては，ゼωίン 6 ࣾおよびϝーΧー 1 ࣾの研究所
および技術෦等の方ʑの協力をಘながら大規໛実験を
実施した࣍第である。研究所が中৺となって大規໛施
工実験をܭը実施し，その実験に֤ࣾがࢀՃ協力して
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いたͩ͘ことで，実験にて確認したさ·͟·な৘報共
有と֤ࣾが๊える技術՝୊等の৘報ަ׵といった有ҙ
ٛな৔をఏڙできたとهԱしている。

（3）  大型疲労試験および構造物耐荷力実験（1989

～1992 年）
ਫ中ෆ෼཭性ίンクリートの大規໛施工実験業຿が

一ஈམしたޙ，୯なる本࢛公団ͭながりとࢥΘれるが，
研究所ෑ地಺に設置・؅ཧされている本भࠃ࢛࿈བྷڮ
公団大型ർ࿑試験౩において，大型ർ࿑試験機を用い
た֤種ർ࿑試験を୲౰することとなった。୲౰したओ
な試験は，図─ 3 にࣔす໌ੴ海ڦ大ڮの高ு力߯を
用いたิ߶トラス෦ࡐのർ࿑試験，多ʑཏ大ڮおよび
དྷౡ大ڮの߯চ൛ശܻのർ࿑試験なͲである。業຿で
は，߯ߏ଄෺に関する஌ࣝを大ֶのڭՊॻを引っுり
出して࠶確認しͭͭ，ർ࿑という౰時のڭՊॻにはѻ
Θれていなかった಺༰を֤種࿦จを௨してษڧしなが
らのࣄ࢓となった。·た，ർ࿑試験では，ർ࿑き྾の
調査（ΧラーチΣック，࣓ค୳ই，ޫܬ୳ই，௒音೾
୳ই），局෦応力のܭଌ（ͻͣΈήーδషり，ܭଌプ
ログラムの作成）なͲ実ಇ中৺の日ʑを送ってきた࣍
第であり，このような実験に対する研究所৬һのऔり
૊Έ方は現ࡏ΋変Θらない࢟である。

·た，ฒ行して，߯およびίンクリートߏ଄෺の֤

種଱ՙ力実験として，図─ 4 にࣔす 3C ଄෺の֤種ߏ
ഁյ実験΍多ʑཏ大ڮの 50 ෼の 1 サイζの全体ܥϞ
デルを用いたओܻ۶࠲試験なͲ多͘の実験に΋ैࣄし
た。その中では，試験体および試験方๏その΋ののج
本ݕ౼からܭଌܭըのݕ౼，そして，ܭଌ४備（ͻͣ
Έήーδషり，ܭଌثのηット，ܭଌプログラムの作
成等）からܭଌの実施・整ཧ・報ࠂॻ作成の全てを研
究所୲౰ϝンバーとして実施してきた。そのため，大
ֶで使用したߏ଄力ֶ΍ίンクリート工ֶ，ܭըֶな
ͲのڭՊॻをあらためてಡΈ௚しながら業຿をਐめた
。第である࣍

（4）維持管理用機械の開発（1993～1994 年）
平成 5 年ࠒになると本भࠃ࢛࿈བྷڮの建設工ࣄ΋ओ

ౝが׬成し，ϝインロープをؚΉ্෦工架設が本格実
施され࢝める時期であった。そのࠒから，໌ੴ海ڦ大
が۩体తに౼ݕ؅ཧに関する࣋ྊのҡڮをؚΉ௕大ڮ
ਐめられ，その中の఺ݕシスςムの研究として，図─
5 にࣔす௻ڮϝインέーブルิम作業車΍ओౝ఺ิݕ
मを໨తとした࣓ੴٵ着車輪ΰンドラの開発にैࣄし
た。
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研究開発においては，機械の࢓様ݕ౼とと΋にプロ
トタイプの製作とߏ಺等における動作試験を行うとと
΋に本࢛架ڮの実ڮをར用した実ূ実験等を機械ܥの
技術ऀの方ʑとऔり૊Μͩ࣍第である。なお，࣓ੴٵ
着車輪ΰンドラにͭいては平成 8 年度の౔໦ֶ会技術
開発৆をत༩さͤていたͩ͘΋のとなり，現ࡏ，実ࡍ
のڮྊ఺ݕ等に׆用されているとฉいている。

3．施工総研の技術者像

前ܝ 2. にて঺հした௨り，研究所入所ޙは様ʑな
෼໺の業຿にैࣄすることとなり，一度は自෼はԿが
ઐ໳であるとݴえるのか৺഑になった時期΋あった。
そのࠒ，研究所૑設ऀの三୩݈෭会௕と࿩をする中で，

「౔໦は૯合工ֶͩ。౔໦技術ऀは様ʑな෼໺にͭい
てཧղできないとダϝͩ。」とよ͘ݴΘれた。·た，
౰時，本भࠃ࢛࿈བྷڮ公団の技術װ෦であり，一時，
研究所の技術ࣄࢀで΋あった方とઐ໳にͭいて࿩をさ
ͤていたͩいたࡍに΋「自෼はڮの技術ऀではない。
えるओౝ，そして，そࢧの্෦工΋ཧղし，それをڮ
れら全てをࢧえるέーιンおよびૅج地൫にͭいて΋
ཧղできる౔໦技術ऀͩ。」とおञをҿΈながらおฉ
きしたこと΋三୩෭会௕のݴ༿とと΋に͘ڧҹ৅に
。っている࢒

·た，平成 26 年は，ͪΐうͲ౔໦ֶ会が 100 प年
をܴえた年で΋ある。ֶ会 )1 にて，ॳ୅会௕のࢢݹ
公Җのब೚演આがࡌܝされており，その中でʰ౔໦は
概してଞのֶՊをར用する。ނに౔໦の技ࢣはଞのઐ
໳の技ࢣを使用する能力を有しなけれ͹ならない。׌
ͭຢ，౔໦は機械，ిؾ，建ஙとີ઀な関܎あるのΈ
ならͣ，そのଞのֶՊにͭいて΋，ྫえ͹ಛ種ધഫの
ような用۩において，あるいはηϝント・߯మのよう
な用ࡐにおいて，ઈえͣ૬ޓにަবすることがඞ要で
ある。ここにおいて「工ֶは一なり。工業Ոたるऀは
その全ൠにͭいて஌ࣝを有していなけれ͹ならない」
のએݴ΋全͘ແҙຯではないとݴうことが出དྷよう。ɦ
とのݴ༿があり，三୩෭会௕΋その技術ऀ૾を໨ࢦし
ていたのではないかとߟえた࣍第である。そのため，
自෼΋入所౰時から様ʑな෼໺の業຿にܞΘってきた
ことはແବではな͘，施工技術૯合研究所というϢ
χークな研究所が౰時ٻめていたであΖう技術ऀ૾に
ۙͮ͘ためのาΈとղऍしている。

·た，いͣれの業຿において΋，自らίンクリート
を࿅ったり，ͻͣΈήーδをషることをは͡めとして，
業຿ܭըཱҊには͡·り調査΍ܭଌのあらΏる作業を
自ら行い，その෼ੳおよびとり·とめ΋౰વのことな

がら自෼ୡで実施してきた。それは，研究所の発଍౰
ॳから実ફしてきた「自らの಄でߟえ，自らの଍で調
査し，自らのखで試験」するという఻౷を，現৔ओٛ，
実ূओٛ，௚Ӧओٛとして࣋ݎしてきた݁Ռである。
その఻౷は，ඇ効率という一ݴで時୅に合Θない఻౷
とݴΘれる৔合΋あるが，現ࡏ΋かΘらͣに自વと実
施してきている఺であり，施工૯研が施工૯研らしさ
をҡ࣋してきているίΞであるとߟえている。

4．研究第一部のこれまでの活動

自෼が研究第一෦としてトンωルおよび地൫等に関
する業຿に本格తにैࣄし࢝めたのが 30 ୅前൒であ
り，Ҏ߱は研究第一෦の׆動にͭいて঺հする。1994
年ࠒからの׆動におけるキーワードの一ͭとして

「シールド」が͛ڍられ，図─ 6 にࣔす東京࿷ΞクΞ
ラインのシールドトンωル工ࣄが本格తに実施し࢝め
たࠒであった。そのため，その施工実態をとり·とめ
る調査ݕ౼業຿を行うとと΋に，大ࡕなͲ大౎ࢢを中
৺に共同ߔ΍地Լమ建設のためにີด式シールドが多
਺Քಇされ，それらの技術৘報をとり·とめる業຿な
Ͳ΋実施してきた。そのޙ，ट౎高速道路においてシー
ルドを用いた道路トンωルの建設が࢝·り，઒崎ॎ؏
ઢにて採用された MM4T 工๏に関する試験工ࣄの調
査および本ઢシールドの࢓様ݕ౼，大அ面シールドの
。っているࢸにࡏなͲを実施し，現౼ݕ様࢓

·た，ผのキーワードとして「౎ࢢ෦ N"TM トン
ωル」が͛ڍられ，本࢛公団の෣ࢠトンωル΍௕崎ݝ
のオランダࡔトンωルにଓき，Ѫ஌ݝの໊ݹ԰高速道
路に建設されたະ݁ݻ౔࠭地ࢁの東ࢁトンωルに関す
る施工技術ࢧԉ業຿を実施してきた。そのため，シー
ルドと N"TM というҟなる施工๏を同時に୲౰する
ことで，そのڥքྖҬに対して΋ҟなる྆方のࢹ఺で

ਤᴷ �　ʮγʔϧυʯؔ࿈ͷۀ຿



8� 建設機械施工 Vol.67　No.3　March　2015

技術తな൑அが可能となる૊৫を໨ࢦした࣍第であ
る。·た，౎ࢢ෦ N"TM トンωルの中で΋，Ҏ前は
めがͶトンωルとして三ઢ導޵あるいは中ԝ導޵を用
いた施工๏から図─ 7 にࣔすようなແ導޵方式のト
ンωル施工（๛ݟ৓トンωル，北ࢁトンωル，໊ࣝト
ンωルなͲ）にऔり૊Ή機会にܙ·れ，ૣ期அ面ด合
を用いた௒ۙ઀トンωルの施工๏΁と発లさͤていっ
た࣍第である。

N"TM トンωルに対しては，施工૯研としてҎ前か
ら，設ܭஈ֊・発注ஈ֊・施工ஈ֊のそれͧれにおけ
る技術ࢧԉを行っている。そして，本࢛公団の෣ࢠト
ンωル΍໊ݹ԰高速の東ࢁトンωルなͲෳ਺の工۠に
౉って施工が௕期間に౉って実施される中で，発注ऀ
をフΥローし，֤工۠の施工業ऀをަえた 3 ऀにて技
術తなٞ࿦を行いͭͭ，࠷適な施工方๏等をܾఆする
ためのࢧԉを行う技術Ξドバイβーのようなཱ৔とし
て工ࣄに関Θってきた。そのため，業຿のಛ௃として
図─ 8 にࣔすように௕期間に౉って業຿にैࣄして
いる఺にあり，௕崎ݝのオランダࡔトンωルなͲでは，
設ܭஈ֊からトンωル施工およびؾ׵設備のܭը・設
ܭ施工·での・ܭ 13 年間に౉って関Θってきた。

これらのܦҢなͲから，多͘の方ʑから「研究第一

෦ʹトンωル」というイϝーδを΋っていたͩいたよ
うにࢥう。確かに୲౰する業຿݅਺からΈた৔合には，
トンωルが多͘を઎めるのはࣄ実であるが，実ࡍには

「地൫」および「施工」というキーワードにて֤種業
຿を実施してきている。·た，同͡トンωルで΋図─
9 にࣔすようにトンωル఺ݕシスςムの開発ݕ౼΍໛
ٖトンωルを用いたトンωルՐࡂ実験，トンωル಺に
新たに࢓੾りนを設けて自า道ڥ؀վળを行うݕ౼な
Ͳトンωル施工とはҟなるݕ౼΋実施してきた。
「地൫」にͭいては，前ܝ図─ 1 で঺հしたਂ૚ࠞ

合ॲཧ工๏に関する技術ࢧԉを現ࡏ΋ܧଓして実施し
ていること΍，図─ 10 にࣔすように෗২౔地൫にお
ける道路施工ݕ౼のための実෺大੝౔施工試験΍ڙ用
Ҽ究໌および対ݪに発ੜした地൫௜Լ΍変形なͲのޙ
なͲ地൫に関するಛघな૬ஊにͭいて΋対応し౼ݕࡦ
てきている。

さらに，「施工」をߟえる্でॏ要な要ૉとなる「積
はトンωル施工の͘ݹ，に関する業຿にͭいて΋「ࢉ
าֻ調査を多͘खがけてきており，ۙ年では協会本෦
とと΋に施工合ཧ化調査ݕ౼΍機械設備のଛྉݕ౼な
Ͳを୲౰してきている。

աڈ 10 年Ҏ಺の業຿ड注݅਺ׂ合を整ཧすると，

ਤᴷ �　ʮ౎ࢢ෦ະ݁ݻ஍ࢁͷ/"5.ʯؔ࿈ͷۀ຿

ਤᴷ �　τϯωϧٕज़ࢧԉͷओͳۀ຿࣮੷ྫ
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図─ 11 にࣔす΋のとなり，ַࢁトンωル関܎が΍は
り中৺にはなっている。しかし，աڈ 5 年間のΈに着
໨すると，トンωルといった工ࣄその΋のに関࿈する
΋のҎ֎に「積ࢉ」といったより্ྲྀଆのݕ౼が૿え
ている܏向にある。

5．今後研究第一部に期待されるもの

ۙ年においてैࣄしているಛ௃తな業຿としてҎԼ
の΋のが͛ڍられる。

る現৔܎୅インフラ用ロϘット開発・導入にੈ࣍  ・
ԉࢧূݕ

・トンωル఺ݕデータϕース作成ݕ౼
・  4*1（ઓུతイϊϕーション૑଄プログラム）　

ࣾ会インフラの఺ݕ高度化に向けたインフラߏ଄
及び఺ݕ装置にͭいての研究開発

いͣれ΋ޙࠓのࣾ会తな໰୊としてクローζΞップ
されている「ҡ؅࣋ཧ」に関࿈する業຿であり，トン
ωルに関する中ཱతなཱ৔のΤキスパート集団として
多͘の方ʑから׆༂を期଴されている΋のとਅ᎜にड
けࢭめている。

これ·で঺հした業຿である「トンωル技術ࢧԉ（設
期଴されている「トンωޙࠓ発注・施工時）」΍・ܭ
ルҡ؅࣋ཧ」，そして工ࣄのࢿૅجྉとなる「าֻݕ౼」
΍「機械ଛྉݕ౼」のいͣれにおいて΋，中ཱతなཱ
৔にて౔໦に関する施工および施工機械がཧղできる
Τキスパートとしてઌୡが積Έ্͛てきた「৴頼」の

Լに業຿をडୗさͤていたͩけている΋のとߟえてい
る。そして，֤種業຿の成Ռを௨͡て「৴頼・安৺」
をޙࠓ΋ࣾ会にఏڙしଓけることが施工૯研の使໋で
あるとߟえている。

施工૯研の大きなಛ௃としては，෋࢜の࿢に໿ 15
ສ m2 のෑ地を有し，前ܝ 2. で঺հしたような֤種施
工実験を実施可能な৔所を有することと，それらを׆
用できる技術ऀがଘࡏすることとߟえている。そのた
め，実大規໛の໛ٖトンωル΍ςストフィールドなͲ
の施設を׆用し，大ֶ΍発注機関およびຽ間֤ࣾ（ゼ
ωίン，ϝーΧーなͲ）なͲとの技術開発・共同研究・
共同試験等の実施に΋औり૊Έ，多様な方ʑが集·っ
てٞ࿦できる৔として΋ݙߩޙࠓできないかとߟえて
いる࣍第である。

6．おわりに

研究第一෦の୲౰ϝンバー΋，自෼が入所したࠒに
ൺ΂て「トンωル・地൫」のಛఆ෼໺にઐ໳෼化し࢝
めており，୲౰෦௕として施工૯研らしい౔໦技術ऀ
をҭてるためにͲうす΂きかを໛ࡧしている࣍第であ
る。·た，「トンωル施工技術ࢧԉ」΍「地൫に関す
る֤種ݕ౼」なͲこれ·で施工中৺であった業຿から

「積ࢉ関࿈」の業຿΍「ҡ؅࣋ཧ」に関する業຿なͲ
時୅の要੥にと΋なって業຿಺༰΋変化がٻめられて
いる΋のと͡ײている。研究第一෦としてίΞとす΂
き఺を࠶認ࣝしͭͭ，「自らの಄でߟえ，自らの଍で
調査し，自らのखで試験」するという఻౷を࣋ݎする
ことで，施工૯研らしい技術ऀ集団としてޙࠓの時୅
がٻめる「変化」に΋対応していき，広ࣾ͘会にݙߩ
してい͘所ଘである。

 

ਤᴷ ��　ۙ೥ʹ͓͚ΔڀݚୈҰ෦ͷओͳۀ຿ਪҠ

ʦචऀ঺հʧ
安Ҫ　成๛（΍すい　し͛とよ）

（一ࣾ）日本建設機械施工協会
施工技術૯合研究所
研究第一෦　෦௕




